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(400字詰)，資料編が179枚 (400字詰)，併せて1 ， 046枚の労作である。
序章では，まず，本研究の基本姿勢と本論文で扱う範囲について述べる。従来の外来語研究においては，一般的に
文化史的な意味から論じられる傾向が強かったが，本論文では，漢字による新語(訳語を含む)造出のメカニズムや





















































本章ではまた，具体的に， ( 1 )近代の訳語・新漢語の形成に最も大きな影響を与えたロプシャイドの『英華字典』
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(1866-69) についての書誌学的な考察， (2) ~英華字典』の訳語と日本語借用語の関連， (3) キリスト教用語と日
本語借用語の関連， (4) 英華辞書の限界， (5) 英和辞書の役割について，などを論じる。
( 1 )については，筆者が新しく発見した資料の分析により， ~英華字典』の編者，編纂過程，訳語の考案などに
ついて考察している。








響J I関渉] I干係J I干渉J I交渉」等の語について，語誌的考察を加える。
これによって，次のようなことを明らかにしている。即ち「関係」と「影響」は，共に中国古典語であったが，現
在の意味とは違っていた。幕末・明治初期，日本において「関係」は， conseq uence • relation ; I影響」は， shadow 










語誌編では，現代中国語に流入してきた明治期に日本で作られた新漢語，訳語を， 9 7 語取り上げ，語の発生，及
び中国語へ流入した際の諸事清一流入のルート，時期，定着の仕方，意味の変化ーについて考察を加えている。取
り上げた語は，これまでの研究において十分に解明されていなかったものばかりである。これらについて中日双方の
資料を駆使して，語誌記述を試みている。語数は必ずしも多くなく，記述も更に完壁を期すべきところがあろうが，
今後『日本語借用語辞典』の編纂への進展が期待される。
資料編では，いままで中国において発表された研究の語嚢リストに，語構成分析等を加えて掲載している。リスト
に挙げた語について，語源上の問題点を，関係資料にあたりながら，注釈を付すという形で示している。更に，論文
資料集，索引類等を調査して，本研究に関する参考文献，資料を網羅的に納めている。また，本文中の事項，語嚢に
関しても，索引が付されている。
論文審査の結果の要旨
「漢字」を媒介にしての西洋で形成された概念の受容が，言語を越えて中国，日本等で試みられたことに関して，
近代漢語の交流史を考察し，その汎言語的一般事象から個別言語の特殊事象までを詳細に吟味することは， I漢字」
という特色のある文字の本質に迫り，その造語力や漢語の将来へ向かつての可能性を解明するうえで，重要な意味を
有するものである。従って，日本語借用語に関する研究は，単に中国語近代語嚢史，翻訳史，訳語史の研究に対して
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のみならず，日本語の近代漢語研究にも大きく寄与するものである。
しかしながら，中国では，種々の原因により，この方面の研究が本格的に行われておらず，日本でも近代漢語につ
いては，日本側の資料にもとづく研究成果が出されてはいるものの，中国側の資料による研究・分折は十分ではなかっ
た。十九世紀の半ば頃までの近代化の流れの中での日本における漢語の造出が，中国語(伝統的語嚢と洋学語曇)か
ら大きな影響を受けた事実を考えれば，中国側資料の運用及び言語交渉の視点の導入は，日本の近代漢語研究にとっ
て不可欠なことである O 本論文の筆者は，中国人である自己の立場や中日両言語を自由に使える利点を十分に生かし，
中国と日本の資料を広く駆使して考察を進めた。本論文は，この課題に関する最初の本格的研究として，中国側の空
白を埋め，新しい展望を問いただけではなく，日本の近代漢語研究に対しても大きく貢献したと言える。まず，方法
論の樹立が注目される。詳細を極めた個別的語誌記述は，漢語研究に対する絶大な貢献であると評価することができ，
抜群の成果が得られたものであると考えられる。漢字を媒介とする特殊性から，一般的な借用語研究・外来語研究に
対して，新しい知見を加えるものとして特に注目される。
本論文には，しかしながら，この分野における中国人の手になる最初の本格的研究であるだけに，残された問題も
ある O 日本語借用語に関して，近代前期の考察には大きな成果を上げているが，近代後期に関しては新しく開拓して
いかねばならぬことも多いのではないかと考えられる。近代後期に関する文献は非常に多く，今後に期待される分野
である。
第四章のような宣教師による辞書，訳書，教科書，新聞・雑誌なと‘の洋学資料については，かなり研究を進めてい
るが，資料の膨大さ故に，更なる調査によって明らかになる点もあるであろう。また，中日両言語の交渉という限ら
れた分野の問題を借用語の一般理論の適用によって処理しようという意欲は貴重であるが，現在の段階では，丹念な
事実の考証と借用の方法論とが十分にかみ合っていないような印象を受ける部分も見受けられる。しかし，これらは，
まさに筆者の研究が高い水準にあり，特に中国側からの視点という点で画期的であるがゆえに生じる希望であり，期
待である。全体として言えば，本論文は日本語借用語研究に関して，一定の方法論を打ち出すとともに，実証的考察
においても成功をおさめている。これまでの日本側の研究では，中国側の資料について不十分なところが残されてい
たが，本論文ではその点をよく補っているO のみならず，中国語と日本語双方に精通している筆者は，双方の資料を
効果的に駆使して総合的に論文としてまとめあげた。その成果は十分に評価されるべきである。
以上述べたように，本論文は，日本語借用語研究の基礎ともなるべき優れた研究であると判断する。本審査委員会
は本論文が博士(文学)の学位請求論文として，十分に価値のあることを認定するものである。
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